
小学校第１学年１組 学級活動指導案 

授業者 Ｔ１ 学級担任 

Ｔ２ 栄養教諭 

 

１ 題材名  「いろいろなものを食べよう」 

 

２ 題材設定の理由                                   

（１）題材観 

  本題材は、特別活動の学級活動２内容[共通事項]（２）日常の生活や学習への適応と自己の

成長及び健康安全エ「食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成」を受けて設定

したものである。 

  １年生は小学校に入学して、新しい環境で学校給食を食べている。学校生活にも慣れ、給食

に興味のある児童も多い。そこで身近な給食の食べ物を使って、食べることへの興味関心を高

め、好き嫌いせずいろいろなものを食べようとする態度を育成したいと考え、本題材を設定し

た。                                                                                      

（２）児童観 

  本学級の児童は、給食を楽しみにしているが、好き嫌いをせずに何でも食べることのできる

児童は、４分の１程度である。多くの児童が、好き嫌いがあって苦手な物を残してしまう様子

が見られる。また、食べる量が少ないために盛られた量を減らす児童もいる。量を始めに少な

くするが、それでも食べきれないで残してしまう児童が多い。１学期に行った給食残量調査結

果では、野菜などの副菜平均残食率は 13.3％で、低学年の平均副菜残食率 10.9％より多いと

いう結果であった。全校の副菜平均残食率は 5.2％である。低学年は小食の児童や体が小さい

児童も多いため、中学年、高学年に比べ残食率が高い傾向にあるが、偏食の改善は、低学年ほ

ど効果があるといわれている。また、２学期の始めに実施した好きな食べ物、嫌いな食べ物調

べの結果では、好きな食べ物としては、肉、みかん、牛乳が挙がり、嫌いな食べ物には、豆、

野菜、魚を挙げた児童が多かった。 

成長期の健康な体をつくるためには、好き嫌いなく様々な食品を食べることが大切である。

栄養バランスが整った健康的な食生活を送るために、偏食をせず何でも好き嫌いなく食べる態

度を育てていかなければならない。 

（３）本時の授業 

 本時では、当日の給食の食材や食べ物の働きの紙芝居を使用し、給食や食べ物に関心をもた

せ、いろいろなものを食べようとする実践的な態度を養いたい。 

そのために「導入」段階において、食べ物の紙芝居を読み聞かせ、食べ物の３つの働きを知

らせて、３種類の食べ物が合わさるよさを伝えたい。    

「展開」段階の前半では、元気もりもりな体になるためには、どうしたら良いかペアで話し

合う時に、キーワード「赤、黄色、○○○を食べる。」、「全部〇〇〇。」「いろいろな物を○○○。」

から選んで話し合う。次に出てきた意見を発表させながら、全体に向けて質問し、思考を深め

ていく。そして、いろいろな物を食べることの大切さに気付かせたい。 

「展開」段階の後半では、今日の給食にもいろいろな食べ物が入っていたことを知らせ、実

物を見せることで、食べ物に関心をもたせたい。 

さらに「振り返り」の段階では、今までの自分の食べ方を振り返り、ワークシートに自分の

これからの給食についてのめあてを書く。自分のめあてが具体的に決められるように支援し、

書くのが難しい児童には、「がんばること」から一つ選ばせる。また、授業後に給食がんばりカ

ードを使い、給食の食べ具合を自分でチェックすることで、いろいろな食べ物を食べてみよう

とする意欲を高めていきたい。同時に給食の残量調査をすることも伝える。 



３ ねらい 

食べ物に関心をもち、いろいろなものを食べようとする実践的態度を育てる。 

 

４ 食育の視点 

心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事のとり方を理解し、自ら管理してい

く能力を身に付ける。＜心身の健康＞ 

 

      ５ 展開 

 主な学習内容と

活動 

教師の働きかけ（Ｔ） 

児童の反応（Ｃ） 

・資料 

◎留意点 

 

導  

入 

 

15 

分 

１ 紙芝居を聞

き、いろいろ

なものを食べ

ないとどうな

るか考える。 

 

Ｔ１ 今日は、給食のメニューを考えている

〇〇先生と一緒に学習します。 

 

Ｔ２ では、これから食べ物についての紙芝

居を読みます。しっかり聞きましょ

う。 

 

 

 

 

 Ｔ１ 紙芝居の内容について確かめましょ

う。 

 

Ｃ  好き嫌いしている太郎さんの絵が出

てきた。 

 Ｃ  タベルンジャーが出てきた。 

Ｃ   太郎さんが元気になった。 

・紙芝居（電子黒板を

使用、パワーポイン

ト） 

・紙芝居の絵を黒板に 

貼る。 

赤の食べ物（筋肉、

骨を作る） 

→肉、豆腐 

黄色の食べ物（パワ

ーになる） 

→ご飯、いも 

緑の食べ物（赤と黄 

色の働きの手伝いを 

する）→玉ねぎ、に 

んじん 

◎３種類の食べ物が

合わさるよさに触

れる。 

 

展

開 

 

22

分 

２ 学習課題を

知る。（４分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 元気もりも

りになるに

は、どんな食

べ方をしたら

Ｔ１ 太郎さんは、いろいろなもの食べてど

んな体になったの？ 

 

Ｃ  元気もりもり。 

 

Ｔ１ 太郎さんのように元気もりもりにな

るには、どんな食べ方をしたらいいか

な。 

 

 

 

 

 

Ｔ１ 元気もりもりになるには、どんな食べ

方をしたらいいか友達と話し合おう。 

 

 

◎元気もりもりを共

有化する。 

 

 

 

◎元気もりもりにな

るには、どんな食べ

方をしたら良いか

考えさせる。 

 

 

 

 

◎児童からの意見が

出ない場合ヒント

を与える。 

キーワードから選

 

元気もりもりになるには、どんな食べ方をしたらいいかな。（Ｔ１） か 



良いか話し合

う。（８分） 

 

①ペア 

②全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今日の給食

にも、いろい

ろな食べもの

が入っていた

ことを知る。

（10分） 

 

 

 

Ｃ  好き嫌いしない。 

Ｃ  残さないで食べる。 

Ｃ  赤、黄色、緑を食べる。 

Ｃ  全部食べる。 

Ｃ  いろいろなものを食べる。 

 

 

 

  

 

 

 

Ｔ２ 当日の給食写真を提示 

 

Ｔ２ 今日の給食にも、いろいろな食べもの

が入っていました。 

肉、豆腐、ご飯、いも、玉ねぎ、にん

じんが入っていました。皆さんは、全

部食べましたか。 

 

Ｃ  食べたよ。 

Ｃ  ごはんを残した。 

Ｃ  にんじんを残した。 

 

Ｔ２ 今日の給食で、ごはんやにんじんを食

べなかったら、どんな困ったことにな

るのかな？ 

 

Ｃ  病気になる。 

Ｃ  元気もりもりにならない。 

 

Ｔ２ 元気もりもりになるには、給食を残さ

ず食べましょう。 

ばせる。 

・赤、黄色、〇〇〇を 

食べる。 

・全部〇〇〇。 

・いろいろな物を〇〇 

〇。 

◎出てきた意見を発

表させながら、いろ

いろなものを食べ

る大切さに気付か

せていく。 

 

 

 

 

 

 

・今日の給食の写真を 

黒板に貼る。 

◎食材の実物を用意 

して見せる。黒板に 

貼る。 

・肉、豆腐、ご飯、い 

も、玉ねぎ、にんじ

ん 

 

 

◎給食で実際に残し

た物を取り上げ考

えさせる。 

・今日の給食の残食 

（電子黒板を使用、

パワーポイント） 

 

 

振

り

返

り 

 

８

分 

５ 今までの自

分の食べ方を

振り返り、こ

れからのめあ

てを決める。 

Ｔ１ 明日からの給食について、自分でがん

ばりたいことを決めましょう。 

 

Ｔ１ □のがんばりたいことから一つ選ん

で決めてもいいよ。 

 

Ｃ  ワークシートに自分のめあてを書く。 

Ｃ  がんばりたいことから選ぶ。 

 

・ワークシートを配

る。 

 

◎自分のめあてが具

体的に決められる

ように支援する。難

しい児童は「がんば

りたいこと」から 1

つ選ばせる。 

 

いろいろなものを食べる。                （Ｔ１） 

 

ま 



 Ｔ１ 給食のめあてについて、明日から５日

間取り組みます。給食の食べ残し調べも

します。めあてにむけてがんばりましょ

う。 

◎給食で、めあてにつ

いて５日間取り組

むことを伝える。残

量調査があること

を伝える。 

・給食がんばりカード 

 

６ 評価基準 

 食べ物に関心をもち、いろいろなものを食べるための自分のめあてを立てることができたか。 

 

７ 資料 

（１）紙芝居及び原稿 

① 好き嫌いする太郎さん  ② スキキラーが近づく     ③ 赤は筋肉・骨をつくる 

 

 

 

 

 

 

④ 黄色はパワーになる   ⑤ ３つそろって元気もりもり   

 

 

 

 

 

 

⑥ 原稿１・２枚目               ⑦ 原稿３枚目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 原稿４枚目                   ⑨ 原稿５枚目 

 

 

 



（２）ワークシート             （３）きゅうしょくがんばりカード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 板書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９ 協議会記録 

（１）授業者より 

 【Ｔ１：学級担任】 

   導入の紙芝居後の振り返りにおいて、展開で話し合い活動があるので、３つの食べ物が合

わさるよさに触れる程度とした。児童は自分から声をかけてペア活動がしっかりできていた

と感じた。また、最後の自己決定では、20 名中 14 名の児童が自分でめあてを決めて書くこ

とができ、いつも以上にがんばっている姿が見られた。 

 【Ｔ２：栄養教諭】 

   展開で実物を提示したことは、児童の興味関心を高めるために有効だったが、関心が食べ

物の別の方向へ移ってしまっている児童がおり、それを元に戻すことが難しく反省点であっ

た。 



【質疑応答】 

 ・ペア活動は日々行っているか？ 

→対話的な学びにつながるので、なるべく授業に取り入れている。児童には「答えが分から

なくてもいい。まずは話してみよう。」と常にポジティブに伝えている。 

 ・当日の献立はどのような意図で作成したのか？ 

  →授業後５日間給食をがんばって食べる活動を考慮して取り組める野菜とし、児童の苦手な

食べ物アンケートの結果から、上位の玉ねぎ、にんじんを使用した献立にした。魚は物価

高騰で取り入れることができなかった。 

 

（２）グループ協議（○：成果・よかった点、△：課題・改善点） 

 

○ペア学習から全体へ進んだことで、児童の考えが広がり深めることができていた。 

 ○具体的な意見が多くあがり、児童が意欲的に話し合っていた。 

 △うまく対話できていないペアがいたので、机間巡視している際にもっとサポートしてもよか

った。 

 △もう少しペア学習の時間を多めに設けてもよかった。 

 

 ○児童の実態に合わせた方法（選択可）で、全員が自己決定をすることができた。 

 ○明日からの給食時間が事後指導となり、児童の行動変容につながるよい授業だった。 

 

【その他の教師の支援や児童の姿】 

 ○担任と栄養教諭による導入の紙芝居は児童の反応もよく、本時の課題をつかむために大変有

効な手立てだった。 

 ○当日の給食の残量写真を準備したことで、給食が生きた教材として活用されていた。 

 △対象児童が苦手な野菜は取り入れたが、豆や魚も献立に取り入れることで、給食残量が目立

ちクラス全体でがんばって食べようと感じられる授業になったのではないか。 

 △残量の写真について、もう少し詳しく話してもよかった。 

△ワークシートに保護者欄を設けて、家庭からのコメントをもらってもよかったのではないか。 

 

（３）指導・講評 

 ・自分の食生活の課題を見つけ、改善していこうという意欲を高めることができた授業であっ

た。 

 ・栄養教諭＝給食・食育のスペシャリストであることを、低学年は服装やアイテム等で児童に

分かってもらえるように工夫する。高学年は食品ロスや SDGsなどについて授業をするとより

よいのではないか。 

・授業の中での児童のつぶやきを拾って、共有したり考えを深めたりすることも大切である。 

・児童が楽しく取り組める授業だったことはとてもよい。 

・各学年の発達段階に応じて、教科等における食に関する学習を学級担任と栄養教諭が連携し

て指導に当たっている。一人一人が自分の食生活を改善するための具体的なめあてを決め、

意思決定を図ることをとおして自己管理能力の育成を目指している。 

協議題２ 自分のめあてを立てるために自分で考えたり、がんばりたいことの選択肢の中か

ら選ばせたりしたことは、有効であったか。 

 

協議題１ 元気もりもりになるためには、自分たちの給食でどんな食べ方をしたら良いかペ

アや全体で話し合ったことは、児童がいろいろなものを食べる大切さに気付くこ

とに有効であったか。 

 


